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挑戦用紙


→（URL  http:// dynamites.info ）
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[区分２] 挑戦用紙
環境ビジネス領域 初心者／大学生用
（提出用）
！注意！　本挑戦資料に基づいて審査が行われます。
応募されたビジネスプランは、原則として公開資料となることをご了解の上、ご応募ください。なお、ビジネスプランの公開により生じたトラブルについては、主催者は責任を負いません。
★応募者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００５年　　　月　　　日　提出

	フリガナ
	
	性別

	代表者氏名
	
	□男　□女

	連絡電子メール
	

	配布物郵送先

	〒




	緊急連絡先電話番号
	　（　　　　）　　　　―　　　　　
平日連絡可能な時間帯　　　時　　分　～　　時　　分　（１時間以上の帯域）

	代表者・事業者名
（学校名）
	

	応募内容での事業予定はありますか？
	□可能な限り挑戦　　□今回の結果次第　　□なし

	チーム名

	チームメンバー氏名・所属



※　個人情報は、環境ダイナマイト！の審査および応募者の連絡用として使用します。

■本資料は、「区分２」（環境ビジネス領域 初心者／大学生用）です。環境ビジネスの領域での構想力の力試しとして挑戦する方がこの挑戦用紙をご利用下さい。この挑戦用紙の特徴は、自らの環境問題のソリューションとビジョンをできるかぎり詳しく思い描き、ビジネスプランという形式で人に思いを伝える能力をことに重きをおきます。なお、「区分２」のすべてのプランは、著作権が筆者に所有される一方、実施権は一般にOpenされる形の「パブリックドメイン」として公表します。本冊子は、あなた（あるいはチームの名前）と共に公開され、一般参加者、報道に配布される予定です。事業を自ら実施する予定が「あり」の方は、一部非公開であり、ファイナンスプロジェクションが入った「区分１」の応募用紙をご利用下さい。
 
【応募＆審査の流れ】

１．本冊子（Wordファイル）をご提出下さい。
8月31日（水）までに、下記電子メールアドレス宛に、添付して応募下さい。

entry2@dynamites.info
　　　※本冊子を元に審査が行われます。本冊子に最大A4で５枚以内（形式自由）の添付資料を追加できます。

募集開始：７月１４日（木）

　　　　2010年へ向けた企画書（環境ビジョン＆実施計画）を描いて応募していただきます。
　　　　　　※審査料金として2,000円いただきます。

　　　　　　　審査に関わる事務諸経費、外部審査員への謝礼に支払われます。
　　　　　　　応募をいただいたあと、振込み手続きをご案内させていただきます。
　　　　　　※　応募後、8月31日（水）まで、応募内容は修正が可能です。
締切：８月３１日（水）：プラン最終稿締め切り

　　　　この日までに応募下さい。
9月１日（木）0:00時点の応募内容にて、ファイナリストを審査します。

ファイナリストに選抜された方は、9月８日（木）迄にメールでご連絡いたします。
審査発表：９月１５日（木）

会場：　名古屋国際会議場会議室（１号館４階）にてプレゼン／表彰いたします（入場無料）。　　

　　　　　　　　ファイナリストは、9月15日（木）の午前11:00よりファイナリストプレゼンを実施します。

　　　　　　　　※　東京では、9月下旬　～　10月上旬にかけて、Feedbackセッションを開催予定です。
　　　　　　　　　別途ご連絡いたします。
【応募までの流れ（標準で３日間は必要です）】
－よく読む（１日）。

　起業についてよく知る
例）ドリームゲート　　http://www.dreamgate.gr.jp
環境ビジネスやエコライフについてよく知る
例）日経BPの環境コラム
http://nikkeibp.weblogs.jp/kinshizen/index.html

http://nikkeibp.weblogs.jp/ecolife/index.html

－よく考える（１日）。

　「環境」問題発生の悪循環のどこを断つのだろう？そんな商品を考える。自分ひとりで気張らない。誰と組めば成功するか？環境問題解決につながり、かつ、商品として成り立つか？　「つながり」をよく思い巡らす。

－手を動かす（１日）。

　顧客、仕入先、アライアンス先やメンバ、挑戦用紙に向かい、売上数量など、「計算」しながら考える。
　⇒8月31日までは書き直すことが可能です。まずは、アドバイスをもらうために、8/15迄にエントリー下さい。

◆審査基準

　2010年の構想と、実現戦略において以下の３つの視点から評価いたします。

★ 事業成長力（強く）

　強い商品力と力強い事業の成長力を、成長戦略／マーケティング／資金計画から感じられるか？ 

★ 自然への配慮（やさしく）

　環境問題を癒すメカニズムを内包しており、持続可能性に貢献するか？ 

★ 革新性(美しく)

　顧客価値を高める革新的なアライアンス（連携）を構想し、環境ビジネスの市場創造に挑戦しているか？ 


　～　セルフチェック項目　～　
１．それは｢環境｣ビジネスか?
　　－環境理念があるか（社会正義、環境を良くするという意思がある）？
　　－実際に環境改善に貢献できるビジネスであるか？
２．起業して成功するか？
　　－事業性: 利益を出せるシナリオか？
　　－技術の筋の良さ: その製品の元になる技術は本物か(目利き)、ドキリとする新規性があるか？
　　－そのビジネスは許認可されているか?
　　　　法規制が多い分野であるため､新規のビジネスなら特に事前の把握があるか
３．視野の広さ／パートナーとの連携計画
　環境は価値連鎖が単純ではない｡環境価値連鎖の中では単独のビジネスは難しい。自分のビジネスがどこにどのように作用していくかの認識があるか？バリューチェーンが想定されているか？このため、周辺にあるパートナー企業との協業をどのように構想しているか？重要なプレイヤーとのパートナーリングが計画されているか？が重要です。

◆環境ビジネス推進力のグレード判定■７段階

　「GrandPrix賞」、「サステイナブルビジネス賞」、「イノベーション賞」等を設け、優秀なビジネスプランには、表彰及び賞状の授与をさせていただきます。　また、すべての挑戦者に、環境ビジネスを推進する上での実力判定を７段階で行い、Feedbackいたします。

　・レベル1…トレーニーレベル（上位レベル者の指導下により挑戦可能）

　・レベル2…エントリレベル（環境ビジネス分野で活躍が将来期待できる）

　・レベル3…プレイヤーレベル（自らのスキルを駆使することで課題の発見・解決をリードすることができる）

　・レベル4…リーダーレベル（チームを率いてテクノロジやメソドロジ、ビジネスをリードできる）

　・レベル5…起業適格レベル（安定的にビジネスを創出しうる）

　・レベル6…投資適格レベル（傑出した成長性が認められ投資検討に値する）

　・レベル7…イノベーターレベル（極めてイノベーティブであり産業を大きく創造すると思われる）

※　審査基準、各賞については、環境ダイナマイト！のWebサイトに掲載されます。

http://dynamites.info

０．このプランの背景をご紹介下さい　　※持続可能性
０．１．あなたの動機　　環境に関して、このビジネスを検討し始めた動機を教えて下さい。
	－社会的な動機　（自然環境、コミュニティ）
－個人的な動機　（本や出会い、夢、キャリアなど）




０．２．あなたのビジョン　　　このビジネスでどんな成果を成し遂げたいのかをアピール下さい。
	－社会的に達成したいビジョン（エコ／その他の価値を、定量的に・・・）

－個人的に成し遂げたいビジョン　（キャリア、ポジション、チームワークなど）




１．あなたは、何を売りますか？　　※事業性
１．１．商品･サービスの概要　誰に何を、どんな手段で、いつ提供しますか？
	

	


１．２．参入市場の状況　参入する市場の規模、成長率、競争の厳しさをどのように見込みますか？
１．３．価格設定方針　価格帯はどのくらいに設定しますか？ 
	


２．誰に売るのですか？　　※事業性
２．１．顧客は誰ですか？　一番多く買う顧客層はどんな人ですか？誰が一番お金を出しますか？
また、客単価はいくらで、客の頻度はどれくらいだと考えますか？
	


２．２．販売・PRはどのように行いますか？　具体的に誰に売り込みに行きますか？ 
	


２．３．商品・サービスのセールスポイント　顧客にとってのメリット、買う理由は何ですか？
	ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ
	

	30秒プロモーション
	


３．なぜ売れるのですか？　　※革新性
３．１．　ニーズの根拠　　顧客がこの商品・サービスを待ち望むとあなたが信じる根拠は何ですか？
	


３．２．新規性と独自性　
顧客から見て、類似製品・サービスと比べて目立って良い点は何ですか（＊）？そのサービス・製品は、既存の製品・サービスから、どんな顧客にとって重要な価値をプラスして、どんな顧客にとってこだわりのない価値をマイナスして、トータルとしての顧客価値を高めようとしたのか？顧客から見た特長を要素分解してアピールください。
	


（＊）ヒント　環境ビジネスの多くは、環境リスク削減の効果を、他のビジネス上の効果と組み合わせてパッケージにすることで、より価値を高めた形でソリューションとして販売されると成功すると考えられます。（例：「風力」の電力証を購入してタオルを生産＝「風が編んだタオル」、ESCOと土壌汚染対策を組み合わせて、「トータルCSRプログラム」など）。つまり、「組み合わせの妙」と「メリハリ」によって新しい顧客を拓き、新しいビジネス（商品・サービス）を創出できると考えられます。

４．どうやって実現するのですか？　　※事業性
４．１．ビジネスモデル　
製品・サービスを実現し、顧客に提供するまでの一連の流れに沿って、すべての「関係者」と「活動」、「お金」や「情報」の主要な動きの模式図を下記に記してください。
	


４．２．リスクファクター　　※事業性
　これから予期される問題点・リスクファクターを挙げてください。
	


４．３．アタックリスト　　　※事業性
上記、事業目標を成し遂げ、このビジネスを加速する為には、以下の各項目でどのような先にコンタクトを取るとよりスムーズになると考えられますか？候補の特徴をお書き下さい。
	· 仕入先




· アライアンス先




· お客様




· 資金提供元




· チームワーク
　
　
　



５．Spec　　　※事業性
あなたのビジョンを実現するために必要な事業規模を記載下さい。
· 顧客数予想（1年目、2年目、3年目・・）


· 顧客単価予想


· 年間売上予想

　　　　
　　　　
· 初期投資費用


· 年間必要な費用


· １サービス／製品あたりの費用

　　　　
　　　　
· 利益率の設定　　　％

	今後１～５年目に予定している事業の展開イメージを記載下さい（売上高ベース）。

	実　施　事　項
	1年目
	2年目
	3年目
	4年目
	5年目

	（開始事業１）


	
	
	
	
	

	（展開事業２）


	
	
	
	
	

	（展開事業３）


	
	
	
	
	

	（目的事業４）


	
	
	
	
	


※　上記（予測）に使用した前提事項および、売上高，経費等の根拠があれば説明下さい。
	


	※　利益計画. 　■　記載可能であれば、主要経費はすべて記入してください。（加点要素）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

	
	第　　　０　　　期

（２００５年　　月期）
	第　　　１　　　期

（２００６年　　月期）
	第　　　２　　　期

（２００７年　　月期）

	売　上　高
	
	
	

	
	経　　費
	
	
	

	
	仕　入　高
	
	
	

	
	製　造　原　価
	
	
	

	
	人　件　費
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	経常利益
	
	
	


	
	第　　　３　　　期

（２００８年　　月期）
	第　　　４　　　期

（２００９年　　月期）
	第　　　５　　　期

（２０１０年　　月期）

	売　上　高
	
	
	

	
	経　　費
	
	
	

	
	仕　入　高
	
	
	

	
	製　造　原　価
	
	
	

	
	人　件　費
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	経常利益
	
	
	


※　そのほかこの事業を数値で説明する上で特徴的な情報がありましたら、お書き下さい。（加点要素）
６．環境問題への効果　　※持続可能性
	　



※　このビジネスが環境問題の解決につながるメカニズムを、図などを用いて分かりやすく説明して下さい。
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